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国
庫
支
出
金

地
方
交
付
税

分
担
金
及
び

負
担
金
、
使
用
料

及
び
手
数
料

15.78
億
円

15.11
億
円

村
税
　

1.98
億
円

県
支
出
金

1.55
億
円

地
方
譲
与
税

及
び
各
種
交
付
金
等

1.35
億
円

繰
越
金
　

1.69
億
円

繰
入
金

1.21
億
円

諸
収
入
、

財
産
収
入
、

寄
附
金

1.27
億
円

0.70
億
円

村
債
　

3.38
億
円

00万円 前年度比
34.9％増

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
発
議
1
件
、
条
例
制
定
・
改
正
案
件
等
27
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
８
件
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
９
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定 例 会
月３

新型コロナウイルス感染症対策宿泊
・飲食店業等継続給付金
新型コロナウイルス感染症により経営に影響を受けた宿
泊、飲食店業等に対し、事業の継続のために必要とする
継続給付金を交付。
令和２年度事業収入
　500万円未満：20万円
　1,000 万円未満：40万円
　1,000 万円以上：80万円

果樹振興総合支援事業
栗苗木の購入、栗剪定作
業（事業費１万円以上か
つシルバー人材センター
への委託分が対象）に対
し１/２を補助。

歳入

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
13
億
９
，
０
０
１
万
円
、

34
・
９
％
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
費
15
億
６
，
０
０
０
万
円
の
増
が
主
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

主な新規事業及び
主な新型コロナウイルス

対策関連施策

予算額
59万6,000円

予算額
1,320万円
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民
生
費

総
務
費

公
債
費

農
林
水
産
業
費

15.60
億
円

5.29
億
円

4.97
億
円

4.20
億
円

教
育
費

商
工
費

衛
生
費

4.01
億
円

3.35
億
円

1.72
億
円

土
木
費

1.71
億
円

消
防
費

1.46
億
円

議
会
費

1.06
億
円

予
備
費
、

諸
支
出
金
、

労
働
費

0.61
億
円

災
害
復
旧
費

0.05
億
円

44億7一般会計予算

水上村経済回復活性化補助
（地域振興券給付）
新型コロナウイルス感染症の影響により低迷す
る村内経済活動を活性化させるため、村民へ地域
振興券(商品券)を給付する。
（手続き不要）
前期：5,000 円
後期：5,000 円

さくらっこスマイル
アップ事業
新型コロナウイルス感染症対策による子
育て世帯への支援を図るため、0歳から
高校 3年生（村内在住）までの全ての
世帯の子ども 1人につき、商品券 1万
円分を年 2回交付。商品券給付により、
村内の経済振興も図る。

新型コロナウイルス対
策就業者支援給付金
新型コロナウイルス感染症が経済に及ぼす影
響からの収入の減少、感染症対策として有効
な在宅勤務ができない方、地域性から在宅勤
務環境が不十分な方など、就業されている方
に給付金を支給。
就業先　村内：5,000円　村外：10,000 円

歳出

写真はイメージです

写真はイメージです

予算額
2,140万円

予算額
650万円

予算額
670万円



   no.592

疑　  点を
　　　    いただす

●

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て

山
崎
隆
浩　

議
員

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
企
画
制
作

業
務
委
託
料
は
、
空
き
家
対

策
や
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
な
ど
を
含
め
た
金
額

か
。

田
代
総
務
課
長

３
年
契
約
で
令
和
３
年
度
が

最
終
年
度
に
な
る
。
令
和
２

年
度
に
で
き
な
か
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
予
定
。

ま
た
、
休
眠
し
て
い
る
公
共

施
設
を
国
か
ら
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
補
助
金
な
ど
を

活
用
し
て
改
装
し
、
Ｉ
Ｔ
企

業
誘
致
を
進
め
た
い
。

●

カ
ー
ポ
ー
ト
設
置
に
つ
い
て

尾
前
武
志　

議
員

カ
ー
ポ
ー
ト
建
設
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
年
度

内
に
完
成
で
き
る
の
か
。

田
代
総
務
課
長

来
庁
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
た
め
、
エ
レ
ベ
ー

タ
工
事
の
進
捗
を
見
な
が
ら

設
置
す
る
。
令
和
２
年
度
で

厳
し
い
場
合
は
、
繰
り
越
し

て
４
月
に
設
置
す
る
予
定
。

●

空
き
家
解
体
に
つ
い
て

杉
野
久
志　

議
員

行
政
執
行
で
解
体
す
る
空
き

家
は
、
本
村
に
あ
る
の
か
。

田
代
総
務
課
長

住
民
に
直
接
危
害
が
及
ぶ
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
行
政
の

公
費
解
体
が
で
き
る
が
本
村

に
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

●

古
屋
敷
方
面
の
産
交
バ
ス
運
行

に
つ
い
て

米
本
宗
徳　

議
員

古
屋
敷
方
面
の
バ
ス
に
つ
い

て
、
村
単
独
で
運
行
を
始
め

て
１
年
が
経
つ
が
事
前
と
の

経
費
の
差
は
。

田
代
総
務
課
長

経
費
面
で
は
変
わ
ら
な
い
が
、

料
金
改
定
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
路
線
変
更
等
を
行
っ
た

影
響
で
１
回
あ
た
り
０
人
に

近
か
っ
た
利
用
者
が
０
．
９

人
に
増
加
し
て
い
る
。

●

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

富
山
憲
治　

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
受

領
証
明
書
の
発
行
は
、
委
託

し
な
い
と
で
き
な
い
の
か
。

田
代
総
務
課
長

令
和
２
年
度
は
、
１
月
ま
で

に
３
，
０
０
０
件
近
い
寄
付

が
来
て
い
る
。
確
定
申
告
の

関
係
上
１
月
10
日
ま
で
に
発

総
務
課
関
係

令和３年度の
　　　　当初予算

ー主な質疑ー
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行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
職
員
の
数
を
鑑
み
た
際

に
労
力
を
相
当
使
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
委
託
を
し
て
い

る
。

●

災
害
用
備
蓄
倉
庫
に
つ
い
て

米
良
哲　

議
員

災
害
対
策
の
備
蓄
倉
庫
は
、

ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

田
代
総
務
課
長

役
場
、
岩
野
公
民
館
、
江
代

地
区
防
災
拠
点
施
設
の
３
か

所
で
ク
レ
ー
ン
で
移
動
で
き

る
プ
レ
ハ
ブ
型
。
球
磨
川
防

災
減
災
基
金
の
３
分
の
２
ほ

ど
の
県
補
助
を
活
用
す
る
。

●

く
ま
川
鉄
道
に
つ
い
て

那
須
良
策　

議
員

く
ま
川
鉄
道
の
部
分
開
通
に

つ
い
て
。

田
代
総
務
課
長

秋
に
湯
前
駅
か
ら
肥
後
西
村

駅
ま
で
部
分
開
通
す
る
予
定
。

線
路
等
の
整

備
経
費
が
発

生
す
る
の
で

６
月
の
議
会

に
て
補
正
を

お
願
い
す
る
。

●
高
齢
者
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て

杉
野
久
志　

議
員

高
齢
者
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
説
明
を
詳
し
く
教
え
て
ほ

し
い
。

荒
嶽
主
幹

キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
が
お
願
い
し

て
い
る
熊
本
市
の
看
護
師
が

24
時
間
対
応
し
、
月
２
回
の

安
否
確
認
を
し
て
い
る
。
現

在
79
名
の
方
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。

●

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て

那
須
良
策　

議
員

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
病
院
で
で
き

る
の
か
。

廣
末
保
健
師

保
健
所
が
行
政
検
査
と
し
て

い
る
分
、
発
熱
外
来
と
し
て

受
診
を
さ
れ
た
場
合
の
２
通

り
が
あ
る
。

●

犬
、猫
の
飼
い
方
指
導
に
つ
い
て

米
本
宗
徳　

議
員

犬
や
猫
の
飼
い
方
の
指
導
は

し
て
い
る
の
か
。

尾
方
参
事

広
報
等
で
飼
い
方
の
周
知
は

行
っ
て
い
る
。
犬
の
し
つ
け

教
室
も
年
に
１
〜
２
回
実
施

し
て
い
る
。

●
退
職
被
保
険
者
の
入
院
に
つ
い

て

富
山
憲
治　

議
員

診
療
区
分
別
被
保
険
者
で
退

職
被
保
険
者
の
平
成
30
年
の

入
院
が
多
く
な
っ
て
い
る
理

由
は
。

米
来
主
事

退
職
被
保
険
者
は
、
平
成
30

年
度
で
７
名
と
な
っ
て
お
り

全
体
人
数
が
少
な
い
た
め
、

入
院
費
が
多
く
見
え
て
い
る

状
態
。

●

元
湯
温
泉
の
運
営
に
つ
い
て

山
崎
隆
浩　

議
員

元
湯
温
泉
運
営
委
託
料
に
つ

い
て
、
移
行
す
る
た
め
の
補

助
金
、
２
か
月
分
と
し
て
の

考
え
か
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

３
月
31
日
に
切
れ
る
た
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管

理
を
受
け
る
ま
で
の
２
か
月

分
の
委
託
料
で
あ
る
。

保
健
福
祉
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係
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●
水
上
村
観
光
協
会
の
運
営
に
つ

い
て

那
須
良
策　

議
員

水
上
村
観
光
協
会
は
、（
株
）

み
ず
か
み
に
移
行
す
る
が
仕

事
の
内
容
は
今
ま
で
ど
お
り

か
。
ま
た
、
会
長
、
職
員
の

体
制
は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

観
光
協
会
は
、
５
月
31
日
ま

で
に
解
散
す
る
。
役
員
に
つ

い
て
は
、
役
職
は
な
く
な

る
。
職
員
は
、
ス
ム
ー
ズ
な

業
務
移
行
の
た
め（
株
）み
ず

か
み
で
雇
用
と
な
る
。

●

簡
易
水
道
水
源
に
つ
い
て

荒
嶽
晋　

議
員

簡
易
水
道
の
使
用
量
が
増
え

て
い
る
が
、
今
後
新
た
に
水

源
を
見
つ
け
る
調
査
等
は
さ

れ
る
の
か
。

甲
斐
建
設
課
長

今
年
度
、
岩
野
、
湯
山
に
つ

い
て
電
気
探
査
を
行
い
調
査

結
果
を
も
と
に
水
源
等
の
確

保
が
で
き
れ
ば
令
和
４
年
度

に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
。

●

宅
地
分
譲
に
つ
い
て

杉
野
久
志　

議
員

分
譲
地
を
買
わ
れ
た
方
が
、

何
か
の
理
由
で
３
年
以
内
に

家
を
建
て
ら
れ
な
い
場
合
は
。

信
國
主
幹

契
約
の
解
除
、
若
し
く
は
土

地
を
持
っ
た
ま
ま
３
年
以
降
に

家
を
建
て
た
い
と
の
こ
と
で

あ
れ
ば
、
再
度
協
議
を
行
う
。

●

小
川
内
川
河
川
改
修
工
事
に
つ

い
て

小
野
賴
年　

議
員

石
原
団
地
横
の
小
川
内
川
に

つ
い
て
、
県
の
工
事
着
手
、

完
了
が
い
つ
頃
に
な
る
か
。

甲
斐
建
設
課
長

小
川
内
川
右
岸
側
に
つ
い
て

は
、
施
工
業
者
が
契
約
ま
で

済
ん
で
い
る
。
出
水
期
に
は

工
事
が
で
き
な
い
の
で
右
岸

側
に
つ
い
て
は
、
５
月
末
ま

で
に
終
わ
る
と
聞
い
て
い
る
。

●

合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て

米
良
哲　

議
員

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理

補
助
金
で
、
定
期
的
な
検
査

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
何
人

か
。
ま
た
、
指
導
方
法
は
。

甲
斐
建
設
課
長

適
正
な
維
持
管
理
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
昨
年
度
６
名
。

指
導
に
つ
い
て
は
、
球
磨
衛

生
設
備
管
理
公
社
と
村
か
ら

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

●

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

荒
嶽
晋　

議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
起
業

補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
起
業
さ
れ
る
の
か
。

堤
田
教
育
課
長

３
年
目
と
い
う
こ
と
で
準
備

金
を
計
上
し
て
い
る
。
執
行

す
る
か
は
協
力
隊
の
進
路
に

よ
る
。

●

水
上
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

に
つ
い
て

小
野
賴
年　

議
員

水
上
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

出
場
予
定
者
数
は
。
ま
た
、

参
加
費
は
委
託
業
者
が
管
理

す
る
の
か
。

那
須
主
幹

出
場
予
定
者
、
約
７
０
０
名

で
参
加
費
は
約
７
０
０
万
円
、

委
託
料
を
２
５
０
万
円
支
払

い
参
加
費
と
合
わ
せ
て
委
託

業
者
が
管
理
し
て
い
る
。

総
額
９
５
０
万
円
と
な
る
が
、

委
託
料
が
少
し
高
す
ぎ
る
の

で
は
。

那
須
主
幹

奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
計

測
業
務
な
ど
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
が
１
か
所
で
も
１
６
０
万

円
ほ
ど
か
か
る
。
マ
ウ
ン
テ

建
設
課
関
係

教
育
課
関
係
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ン
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
計
測

や
エ
イ
ド
も
５
か
所
あ
り
食

糧
費
、
前
夜
祭
、
保
険
な
ど

準
備
に
も
費
用
が
か
か
る
。

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

●

ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫
取
壊
し
に

つ
い
て

米
良
哲　

議
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
管
理
費
の
車

庫
取
壊
し
業
務
委
託
料
は
、

区
長
や
地
域
住
民
と
協
議
は

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

跡
地
利
活
用
の
検
討
は
。

堤
田
教
育
課
長

川
内
区
長
と
協
議
し
、
台
風

等
で
屋
根
が
飛
ぶ
と
危
険
と

い
う
こ
と
で
、
取
壊
し
て
構

わ
な
い
と
返
事
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
敷
地
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
協
議
し
て
い
な
い
。

●

学
校
プ
ー
ル
の
熱
中
症
対
策
に

つ
い
て

山
崎
隆
浩　

議
員

熱
中
症
対
策
で
学
校
の
プ
ー

ル
が
使
用
で
き
な
い
事
例
を

聞
い
て
い
る
が
、
対
策
は
。

湯
谷
課
長
補
佐

岩
野
小
学
校
は
、
昨
年
寒
冷

紗
で
日
陰
を
作
る
な
ど
特
に

問
題
な
く
使
用
で
き
た
。
湯

山
小
学
校
と
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
周
り
に
寒
冷

紗
を
張
る
な
ど
の
形
で
検
討

し
て
い
る
。

●

球
磨
川
復
興
リ
バ
イ
バ
ル
ト
レ

イ
ル
に
つ
い
て

山
崎
隆
浩　

議
員

球
磨
川
復
興
リ
バ
イ
バ
ル
ト
レ

イ
ル
に
関
し
、
４
市
村
で
取
り

組
ま
れ
る
と
思
う
が
、
各
負

担
金
の
額
と
安
全
対
策
は
。

那
須
主
幹

各
市
村
で
50
万
円
の
負
担
。

６
０
０
名
エ
ン
ト
リ
ー
で
参
加

費
が
１
，
７
０
０
万
円
ほ
ど
に

な
る
の
で
、
合
わ
せ
て
約
２
，

０
０
０
万
円
で
運
営
す
る
。

安
全
面
は
、
多
良
木
・
人
吉
・

八
代
警
察
署
、
上
球
磨
・
下

球
磨・八
代
消
防
署
、
球
磨
郡・

人
吉
・
八
代
市
医
師
会
、
公

立
多
良
木
病
院
・
人
吉
医
療

セ
ン
タ
ー
・
労
災
病
院
等
、
復

興
支
援
と
い
う
こ
と
で
協
力

体
制
が
整
っ
て
い
る
。

●

各
団
体
へ
の
助
成
金
に
つ
い
て

米
本
宗
徳　

議
員

教
育
課
か
ら
支
出
す
る
助
成

金
が
各
団
体
少
な
い
と
思
う

が
、
活
動
を
活
発
に
す
る
た

め
上
げ
て
は
ど
う
か
。

堤
田
教
育
課
長

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

事
業
が
実
施
で
き
て
い
な
い

団
体
が
多
く
、
予
算
を
立
て

る
前
に
協
議
を
し
次
年
度
繰

越
金
が
多
い
団
体
に
は
、
減

額
を
し
て
計
上
し
て
い
る
。

●

小
学
校
の
教
科
担
当
制
に
つ
い
て

那
須
良
策　

議
員

２
０
２
２
年
か
ら
小
学
校
が

英
語
・
理
科
・
算
数
に
つ
い

て
教
科
担
当
制
に
な
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
か
。

西
野
教
育
長

専
科
制
は
高
学
年
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
る
。
中
学
校
か
ら

英
語
・
美
術
・
音
楽
の
先
生

な
ど
他
の
学
校
に
も
出
向
け

る
よ
う
に
、
熊
本
県
に
お
願

い
し
兼
務
発
令
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
専
科
の
先
生

を
各
学
校
で
雇
用
す
る
の
は

難
し
く
、
こ
の
よ
う
な
方
法

で
人
材
の
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
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　定例会初日、議会議員の定数２名を削減する議案「水上村議会議員定数条例の一部を改正す
る条例」は、議長を除く９議員で採決し、賛成６、反対３の賛成多数で可決した。
　この議案については、令和元年９月第３回定例会で条例改正案が提出されてから、議会活性
化特別委員会で長らく審査が続けられ、定数削減による影響を調査するため五木村議会と意見
交換会を開催するなど、慎重に協議が進められてきた。
　この議決により、県内で定数が９名以下となった議会は産山村議会、五木村議会に続き３議
会目となった。

　原案に賛成の意見は以下のとおりとなっている。

○本村の議会議員選挙においては２期連続無投票であり、定
数削減はやむを得ない。
○議員定数 10名では多すぎるのではないかという意見が大
半であり、議会が率先して定数削減の方向性を示すべき。
○様々な政策を進めるためには財源が必要。定数削減は経費
の削減につながる。
○県内を見ても、同程度の人口規模の議会においては定数削
減の方向で進んでいる。

　原案に反対の意見としては以下のとおりとなっている。

○住民から定数削減の意見が出るのは議会に魅力がないから
であり、議会活性化特別委員会や広報特別委員会を通じて
議会の魅力を発信し、「こういう議会なら私もやってみた
い」という気持ちにさせることが先決ではないか。
○定数を８名では議会構成、委員会構成に苦慮することが予
想される。
○定数を削減した場合、住民の意見を汲み上げる力が弱まり、
執行部と議会答弁を交す際など、活発な議論が期待できな
くなるのではないか。

　また、議員定数の問題については、「議員のなり手不足」も大きく影響している。「議員のな
り手不足」をいかに解消していくか、そのためには議会人としてどういった活動をしていくべ
きかといった観点から、次のような意見があった。

○議会活性化を充実させながら、新人が立候補しやすい環境づくり、議会に興味を持てるよ
うな情報の発信に努めていかなければならない。
○議会活性化の中で何をすべきか、広報などを積極的に使い住民に発信していくべき。
○情報公開等の「議会の見える化」を図り、住民がどれだけ議会に対して理解を示してくれ
るかを、議会活性化を通じてしっかりやっていかなければいけない。

【発議第１号　水上村議会議員定数条例の一部を改正する条例（委員会審査報告）】

Pick
Up!

議員定数２人減の８人に
～　次回の一般選挙から適用　～

尾前武志　杉野久志　
山崎隆浩　荒嶽　晋
富山憲治　那須良策

米良　哲　米本宗徳
小野頼年
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令和３年度特別会計当初予算 9億6,286万円
前年度比　4.2％増

国民健康保険特別会計
（事業勘定）予算

3億3,450万円
前年度比　4.6％増

簡易水道事業
特別会計予算

9,160万円
前年度比　21.0％増

国民健康保険特別会計
（直診勘定）予算

920万円
前年度比　14.0％減

農業集落排水事業
特別会計予算

6,140万円
前年度比　12.8％減

介護保険
特別会計予算

3億8,570万円
前年度比　4.2％増

林業集落排水事業
特別会計予算

670万円
前年度比　6.3％増

後期高齢者医療
特別会計予算

3,516万円
前年度比　1.1％減

下水道事業
特別会計予算

3,860万円
前年度比　9.0％増

　7,450 万円 追加
　歳入歳出予算の総額に 7,450 万円を追加し、総額を 47
億 9,310 万円とするもの。
　歳出の主なものは、新型コロナウイルス対策水上村宿泊
クーポン事業補助金1,200万円、村道新設改良費3,300万円、
橋梁点検（第 2期）業務委託料 1,500 万円、湯山小学校屋
内運動場災害復旧工事 8,000 万円などを追加計上した。

　100万円 追加
　歳入歳出予算の総額に 100 万円を追
加し、総額を 47 億 9,410 万円とするも
の。
　歳出の主なものは、新型コロナウイ
ルス感染症ワクチン接種に伴うシステ
ム改修委託料100万円を追加計上した。

令和２年度水上村
一般会計補正予算（第８号）

177 万 5,000 円 減額
　歳入歳出予算の総額に 177 万 5,000 円を減額し、
総額を 3,410 万 9,000 円とするもの。

534 万 5,000 円 追加
　歳入歳出予算の総額に 534 万 5,000 円を追
加し、総額を 8,332 万円とするもの。

令和２年度水上村後期高齢者医療
特別会計補正予算（第３号）

令和２年度水上村簡易水道事業
特別会計補正予算（第５号）

令和２年度水上村
一般会計補正予算（第９号）

49 万 2,000 円 減額
　歳入歳出予算の総額に 49 万 2,000 円を減額し、
総額を３億 2,433 万円とするもの。

276 万 7,000 円 減額
　歳入歳出予算の総額に 276 万 7,000 円を減
額し、総額を３億 9,591 万 9,000 円とするもの。

令和２年度水上村国民健康保険特別
会計（事業勘定）補正予算（第４号）

令和２年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第４号）

10 万 2,000 円 追加
　歳入歳出予算の総額に 10 万 2,000 円を追加
し、総額を 3,737 万 4,000 円とするもの。

240 万 1,000 円 追加
　歳入歳出予算の総額に 240 万 1,000 円を追加し、
総額を 9,114 万 9,000 円とするもの。

令和２年度水上村下水道事業
特別会計補正予算（第２号）

令和２年度水上村農業集落排水事業
特別会計補正予算（第５号）

令和２年度補正予算

いずれも審議の結果、原案のとおり可決した。
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介
護
保
険
制
度
の
福
祉
用
具

サ
ー
ビ
ス
で
、
シ
ニ
ア
カ
ー
を

利
用
す
る
場
合
の
条
件
や
手
続
き
は
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

　

訪
問
調
査
等
を
経
て
、
球
磨
郡
介
護

認
定
審
査
会
の
審
査
結
果
に
基
づ
き

村
が
介
護
認
定
を
行
う
。
シ
ニ
ア
カ
ー

を
レ
ン
タ
ル
す
る
場
合
、
要
介
護
２

以
上
の
介
護
度
が
必
要
。
そ
の
他
に

特
例
給
付
と
し
て
、
主
治
医
か
ら
得

た
情
報
を
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
は

利
用
対
象
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

要
支
援
や
要
介
護
の
認
定
数

と
、
介
護
保
険
を
利
用
し
て
シ

ニ
ア
カ
ー
を
レ
ン
タ
ル
さ
れ
て
い
る

人
数
と
料
金
は
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

　

要
支
援
者
25
名
、
要
介
護
者
１
３
０

名
、
そ
の
う
ち
要
介
護
２
以
上
は

１
０
４
名
。
シ
ニ
ア
カ
ー
の
利
用
者
は

い
な
い
。料
金
は
１
割
負
担
で
月
額
２
，

０
０
０
円
か
ら
２
，
５
０
０
円
程
度
。

特
例
給
付
を
含
め
る
と
１
５
５

名
が
対
象
と
な
る
が
、
利
用
者

が
い
な
い
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
が

考
え
ら
れ
る
か
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

　

認
知
面
や
身
体
機
能
の
衰
え
に
よ
り

状
況
判
断
や
操
作
能
力
が
低
下
し
て
く

る
こ
と
に
加
え
、
家
族
の
同
意
な
ど
安

全
の
担
保
が
難
し
く
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

入
れ
づ
ら
い
状
況
。

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
に
つ
い

て
、
あ
る
程
度
距
離
が
あ
る
移

動
で
は
利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

近
距
離
の
移
動
に
関
し
て
課
題
が
残

る
と
考
え
る
。
熊
本
県
で
シ
ニ
ア
カ
ー

の
レ
ン
タ
ル
や
購
入
費
助
成
を
し
て

い
る
自
治
体
は
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

　

五
木
村
が
平
成
24
年
か
ら
レ
ン
タ
ル

事
業
を
開
始
し
、利
用
者
は
現
在
２
名
。

高
森
町
が
今
年
か
ら
開
始
し
、
利
用
者

は
現
在
４
名
。
利
用
料
は
と
も
に
月
額

２
，
０
０
０
円
。

Q. シニアカーレンタル、購入
　 補助の検討は
A. 地形的な状況、安全面から
　 検討を要する

答

答答

村の現状！今後の見通しは !!

問問

問 問

答

シ
ニ
ア
カ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

で
行
動
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
は
、
高
齢
者
自
身
に
と
っ

て
も
、
ま
た
家
族
に
と
っ
て
も
喜
ば

し
い
こ
と
と
思
う
が
、
近
距
離
の
移

動
手
段
と
し
て
シ
ニ
ア
カ
ー
の
貸
出

事
業
や
購
入
費
助
成
な
ど
の
検
討
は
。

中
嶽
村
長

　

本
村
は
急
峻
な
坂
も
多
く
、
ほ
と
ん

ど
の
坂
道
は
歩
道
も
な
い
の
が
現
状
。

警
察
か
ら
も
特
段
の
配
慮
を
願
い
た
い

と
通
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
形

的
状
況
ま
た
安
全
面
の
観
点
か
ら
検
討

を
要
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

山崎　隆浩 議員

問答
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現
在
目
的
基
金
と
し
て
積
み
立

て
て
あ
る
総
額
、
令
和
元
年
度

分
と
令
和
２
年
度
分
の
金
額
は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

　

令
和
元
年
度
は
１
，
７
８
９
万
１
，

０
０
０
円
、
令
和
２
年
度
は
３
，

８
０
１
万
６
，０
０
０
円
を
積
み
立
て
、

森
林
経
営
管
理
制
度
意
向
調
査
事
業
の

実
施
に
当
た
り
、
こ
の
基
金
か
ら
充
当

し
て
お
り
、
総
額
で
５
，
３
６
７
万
円

と
な
る
。所

有
者
で
手
入
れ
が
で
き
な
い
方

の
山
林
の
整
備
が
で
き
る
の
か
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

　

意
向
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
自
ら
森

林
の
経
営
管
理
を
実
行
で
き
な
い
場
合

に
、
村
が
森
林
経
営
管
理
制
度
で
の
活

用
が
で
き
る
。

豪
雨
災
害
を
減
ら
す
た
め
森

林
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
、
あ

る
程
度
選
定
し
た
架
線
で
の
搬
出
が

で
き
な
い
か
。

中
嶽
村
長

　

森
林
の
持
つ
公
益
的
な
機
能
を
高
め

る
た
め
、
保
水
力
を
発
揮
す
る
よ
う
な

広
葉
樹
の
植
栽
を
考
え
て
い
る
。ま
た
、

調
査
の
結
果
、
全
体
の
埋
木
量
や
経
費

が
分
か
り
し
だ
い
間
伐
推
進
事
業
補
助

７
月
豪
雨
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
職
員
の
残
業
が
過
酷
な
も

の
で
あ
っ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、

最
長
残
業
時
間
を
お
知
ら
せ
い
た
だ

き
た
い
。田

代
総
務
課
長

　

令
和
２
年
度
の
建
設
課
で
は
、
７

月
豪
雨
に
よ
り
一
人
の
最
長
時
間
が

１
３
９
．
５
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

過
重
労
働
が
増
え
て
く
る
と
、

体
調
を
崩
す
方
も
出
て
き
か
ね

な
い
の
で
、
勤
務
時
間
の
チ
ェ
ッ
ク
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
は
取
れ
な
い
か
。

田
代
総
務
課
長

　

出
勤
時
間
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理

に
つ
い
て
は
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

Q. 森林環境譲与税を活用した
　 架線での搬出は？

Q.
毎
月
19
日
に
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施
を

A. 架線の集材が可能か
　 検討する

A.
実
施
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で

善
処
し
て
い
く

答答 問

問問

問問 答

答答

金
、
森
林
作
業
道
の
維
持
管
理
、
人
材

育
成
、
担
い
手
確
保
、
そ
の
他
架
線
の

集
材
が
可
能
か
検
討
す
る
。

い
。
情
報
を
全
国
、
県
内
、
郡
内
で
調

整
を
行
っ
て
、
課
長
会
等
で
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
、
ノ
ー
ゲ
ー

ム
デ
ー
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
役
場
職
員
が
率
先
し
て
見
本
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
、
同
じ
日
に
ノ
ー

残
業
デ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

田
代
総
務
課
長

　

小
中
学
校
の
子
ど
も
さ
ん
を
お
持
ち

の
職
員
も
お
り
、
同
じ
日
に
合
わ
せ
て

ノ
ー
残
業
デ
ー
を
実
施
と
い
う
こ
と

で
、非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
う
。

19
日
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
善
処
し
て
い
き
た
い
。

荒嶽　晋 議員

答 問
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小
中
一
貫
教
育
と
は

堤
田
教
育
課
長

　

学
校
教
育
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

２
０
１
６
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。
小
中
9

年
間
を
通
し
て
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
編
成
し
、
学
校
指
導
要
領
の

特
別
措
置
が
あ
る
教
育
。
立
地
形
態

は
施
設
の
一
体
化
、
併
設
型
、
分
離

型
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
校
は
全
国
、
ま

た
は
県
内
に
何
校
ぐ
ら
い
あ
る

の
か
。堤

田
教
育
課
長

　

平
成
29
年
の
全
国
調
査
に
よ
り

３
０
０
校
ほ
ど
、
県
内
で
は
現
在
7
校

把
握
し
て
い
る
。令
和
5
年
以
降
に
は
、

倍
の
数
字
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。一

貫
教
育
に
関
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

堤
田
教
育
課
長

　

学
習
面
の
メ
リ
ッ
ト
は
小
学
校
の
学

習
で
、
定
着
で
き
な
か
っ
た
内
容
を
中

学
校
で
補
う
事
が
で
き
る
。
教
職
員
間

で
お
互
い
の
良
さ
を
取
り
入
れ
る
意

識
の
向
上
、
指
導
力
内
容
の
系
統
性
に

関
す
る
理
解
の
向
上
。
生
徒
指
導
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
、

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
を
小
中
学
校
で

協
力
し
て
当
た
る
意
識
の
向
上
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
小

中
教
職
員
間
の
打
ち
合
わ
せ
、
合
同
研

修
な
ど
が
多
く
な
り
業
務
量
が
増
大
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

本
村
で
小
中
一
貫
教
育
に
取
り

組
む
考
え
は

中
嶽
村
長

　

一
体
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

西
野
教
育
長

　

私
た
ち
が
考
え
て
い
く
中
の
1
つ
だ

と
思
う
。こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
は

西
野
教
育
長

　

社
会
に
出
て
仕
事
に
就
い
た
ら
年
齢

Q. 小中一貫教育でより良い
　 教育を
A. スピード感を持って一体化
　 することを目指したい

答答

答答答

問問問

問 問

答

米本　宗徳 議員

の
違
う
集
団
に
な
る
の
で
、
縦
割
り
班

で
の
動
き
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。
も

う
一
つ
は
故
郷
を
理
解
さ
せ
た
い
。

中
嶽
村
長

　

令
和
3
年
度
に
保
育
所
の
保
護
者
会

の
代
表
や
、
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

者
に
視
察
研
修
や
講
師
を
呼
ん
で
の
研

修
の
機
会
を
設
け
る
。
国
に
補
助
金
を

申
請
し
て
の
増
改
築
も
あ
る
の
で
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

答
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条例などの審査
議案番号 条例等 条例等の主な内容 審査の結果

発議第１号 水上村議会議員定数条例の一部を改正す
る条例（委員会審査報告）

議会議員の定数を 10 人から 8人
に削減する改正

可　決
（賛成多数）

議案第１号 水上村区長条例等の一部を改正する条例 江代平谷区を古屋敷区へ合併するた
めの改正

可　決
（全員賛成）

議案第２号 水上村ふるさと応援基金条例の一部を改
正する条例

基金として積み立てる額を「毎年度
予算の範囲内で定める額に」改正

可　決
（全員賛成）

議案第３号
水上村税外収入金に係る督促手数料及び
延滞金徴収に関する条例の一部を改正す
る等の条例

租税特別措置法の一部改正に伴う条
例改正

可　決
（全員賛成）

議案第４号 水上村国民健康保険条例の一部を改正す
る条例

新型インフルエンザ等対策特別措置
法の一部改正に伴う条例改正

可　決
（全員賛成）

議案第５号 水上村国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

従来の課税方式４方式から資産割を
除く３方式へ改正

可　決
（全員賛成）

議案第６号 水上村介護保険条例の一部を改正する条
例の制定

令和３年度から令和５年度の保険料
を設定

可　決
（全員賛成）

議案第７号
水上村指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

国の関係省令の改正に伴う条例改正 可　決
（全員賛成）

議案第８号

水上村指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員、設備及び運営並びに指定
地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条
例

国の関係省令の改正に伴う条例改正 可　決
（全員賛成）

議案第９号

水上村指定介護予防支援等の事業の人員
及び運営並びに指定介護予防支援等に係
る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例

国の関係省令の改正に伴う条例改正 可　決
（全員賛成）

議案第10号
水上村指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例

国の関係省令の改正に伴う条例改正 可　決
（全員賛成）

議案第11号 水上村噴水公園休憩施設条例の一部を改
正する条例

物産館軽食販売コーナー増築に伴う
床面積の追加

可　決
（全員賛成）

議案第12号 水上村営住宅管理条例の一部を改正する
条例

公営住宅３２戸の一般住宅への用途
変更及び公営住宅２戸の用途廃止

可　決
（全員賛成）

議案第13号 水上村一般住宅管理条例の一部を改正す
る条例

公営住宅３２戸を一般住宅へ用途変
更

可　決
（全員賛成）

議案第14号 水上村高齢者生活福祉センターの指定管
理者の指定

桜寿苑を水上村社会福祉協議会へ指
定管理

可　決
（全員賛成）

議案第15号 湯山温泉元湯の指定管理者の指定 湯山温泉元湯を水上村社会福祉協議
会へ指定管理

可　決
（全員賛成）

議案第16号 市房ダム湖カヌー館「あめんぼー館」の
指定管理者の指定

あめんぼー館を株式会社みずかみへ
指定管理

可　決
（全員賛成）

議案第17号 噴水公園休憩施設の指定管理者の指定 噴水公園休憩施設を株式会社みずか
みへ指定管理

可　決
（全員賛成）

議案第18号 水上村農畜産物処理加工施設「山の幸館」
の指定管理者の指定

山の幸館を株式会社みずかみへ指定
管理

可　決
（全員賛成）

議案第19号
水上村クロスカントリー施設「水上スカ
イヴィレッジ」の指定管理者の指定期間
の変更

指定期間の終期を令和５年３月３１
日から令和３年３月３１日に変更

可　決
（全員賛成）
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今
年
の
春
は
暖
か
い
日
が
多
く
、
桜
の
花
も

例
年
よ
り
早
く
咲
き
、
早
く
散
っ
た
。
桜
祭
り

や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
祭
り
が
今
年
も
中
止
に
な
り
寂

し
い
春
を
迎
え
た
気
が
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
各
学
校
で
は
入
学
式
が
行
わ

れ
、
子
供
た
ち
は
元
気
に
登
校
し
て
い
る
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
式
だ
け

行
い
、
そ
の
後
も
休
校
が
続
い
た
の
で
一
歩
前

に
進
ん
だ
感
じ
が
す
る
。

　

入
学
式
で
は
国
歌
、校
歌
の「
斉
唱
」が「
静
聴
」

に
新
し
く
変
わ
っ
て
い
た
。
飛
沫
感
染
防
止
対

策
で
は
あ
る
が
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
新
入
生
が

校
歌
を
覚
え
る
の
か
…
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み

大
き
な
声
で
校
歌
を
歌
う
子
供
た
ち
の
姿
を
早

く
見
た
い
も
の
だ
。　
　
　
　
　

  

米
本

宗
徳

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

　
　

米
本　

宗
徳

副
委
員
長

山
崎　

隆
浩

委　
　

員

　

杉
野　

久
志

尾
前　

武
志

議案番号 条例等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第20号 水上村クロスカントリー施設「水上スカ
イヴィレッジ」の指定管理者の指定

水上スカイヴィレッジを一般社団法
人トラックセッションへ指定管理

可　決
（全員賛成）

議案第21号 工事請負変更契約の締結 湯山小学校校舎改修工事契約の請負
金額を変更

可　決
（全員賛成）

議案第22号 工事請負契約の締結 村道舟石日当平線道路災害復旧工事
に係る請負契約の締結

可　決
（全員賛成）

議案第23号 県営農業競争力強化農地整備事業に係る
分担金額の決定

岩野地区諏訪溝、小屋谷溝に係る分
担金額の決定

可　決
（全員賛成）

議案第24号
団体営農業農村整備事業（農業水路等長
寿命化・防災減災型）に係る受益者負担
金額の決定

湯山中央地区の排水路改修事業に係
る負担金額の決定

可　決
（全員賛成）

議案第25号 水上村辺地総合整備計画の変更 江代辺地に係る計画を変更 可　決
（全員賛成）

議案第26号 水上村商工会員の借入資金に関する預託 預託する資金の額を 3千万円（年
利0.01％）と決定

可　決
（全員賛成）

議案第44号 水上村長等の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例の制定

村長等特別職の期末手当に係る支給
率等の改正

可　決
（全員賛成）

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は６月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで

校歌を覚えるための宿題


